
2010.08.09 ~ 08.13 Great Ormond Street Hospital （ロンドン）

08.16 ~ 08.20 Birmingham Children’s Hospital （バーミンガム）

英国 研修報告



英国研修の目的

研修を通してＨＰＳの働きを学び、スキルアップする

遊び：さまざまな遊び

日常の遊びについて

術前の関わり（遊びを通して）

プレパレーション

ディストラクション

(整形外科を含めて）



Great Ormond Street Hospital

ロンドンの中心部に位置

ヨーロッパで最も歴史のある

子供病院

ＨＰＳは・・・21人？！

チーム

3人のＨＰＳチームリーダー

ＨＰＳ

プレイワーカー8人

⇒ しかし

“３１”の病棟・診療科などがある



Great Ormond Street Hospital



Birmingham Children’s Hospital 

バーミンガム市位置

チーム：8チーム

*10歳以上を対象にした

adolescent support service

1Head of HPS

2Senior HPS

1Senior Youth Work

14HPS ・2YW 

Meeting:チーム(1回/週）

全体（1回/2週）

管理者（1回/2カ月）



Birmingham Children’s Hospital



環境
・Great Ormond Street Hospital

＜プレイルーム＞

プレイルームの
入口にはＨＰＳ
の案内がありました



環境 ・Birmingham Children’s Hospital 

＜プレイセンター＞



環境
・Great Ormond Street Hospital

＜採血室・処置室・検査室＞



環境
・Birmingham Children’s Hospital 

＜処置室・手術室＞



・Great Ormond Street Hospital

＜sensory room ＞環境



遊び： 日常の遊びについて⇒選択させながら行っていた。

玩具など多くの物が基金や団体からの支援・寄付

からであった。

兄弟支援⇒兄弟と一緒に遊ぶ。

療法的遊び⇒摂食障害がある子供への食べ物を

使った遊び＋Messy Play

英国研修の学び

Soap Flakes Slime

・粉せっけん
・ぬるま湯
他にも・・・
・コンスターチスライム
・ゼリー
・パスタ



術前の関わり：

注射・マスク麻酔の選択
（事前にプレパレーションを行っている）

手術ぎりぎりまで遊ぶ

両親と一緒に手術室へ

親に抱っこされながら麻酔施行
（子供達は抱っこされ、

ディストラクションを行いながら入眠）

子供が入眠したらベッドへ

両親のフォロー

⇒ 「子供の視点に立った環境作りの重要性」

泣きながらも、暴れることなく、親に抱かれている安心感

があると感じた。

英国研修の学び



ディストラクション・プレパレーション：

ディストラクション（採血時）

外来1人のＨＰＳが行っていた

「多職種との連携の重要性」

⇒ referral formで依頼 （ガイドライン参照）

スタッフとの声かけ （ガイドライン参照）

その時の子供の様子や状況を判断し

必要に応じて関わり

英国研修の学び

様々な姿勢から選択できる

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=149ipv0up/EXP=1297539340;_ylt=A3JvcpKMj1VN1lcALiOU3uV7;_ylu=X3oDMTBpYm05aW9rBHZ0aWQDanBjMDAzBHlqZANwYw--/*-http:/image-search.yahoo.co.jp/detail?p=%E3%81%8A%E3%81%97%E3%82%83%E3%81%B6%E3%82%8A&b=81&rkf=1&ib=97&ktot=0&dtot=0


ディストラクション・プレパレーション：

ガイドラインの充実

実際1人で行っているなど似たような状況の中で、

なぜ多くの子供に対応できているのか？

何が違うのか？

振り返り比較していくと・・・・

「多職種との連携」

どのような時、サポートが必要なのか、その依頼の基準

こういうときは依頼が必要なのか、また処置が必要か考えてみて

などわかりやすくフローチャート形式による処置時の方針がある

「他のスタッフもこういうときは依頼すればいいのかなどの指標となり

有効的ではないか！！」

英国研修の学び



ディストラクション・プレパレーション：

ガイドラインの充実 ＜ 依頼＞

英国研修の学び



ディストラクション・プレパレーション：

ガイドラインの充実

＜ 処置時の方針＞

英国研修の学び



ディストラクション・プレパレーション：

ディストラクションテクニック（採血時）

乳児の子供には糖水をつけたおしゃぶりを使用していた（効果大）

シャボン玉では子供の目線、ポジショニング、子供の動き等に

注意しながら使用していた。

どんな事をしたのか・反応・関わった時間を記入し、ＰＣ管理し、

次回来る時、参考にしながら関わることが出来るということでした

ディストラクションに介入できず隣で泣きながら採血を受けている

子供に対して採血後すぐにその子の所へ行き、親へＨＰＳの役割や

主治医等を確認し、次回必ずサポートできるようにしていた。

英国研修の学び



ディストラクション・プレパレーション：

プレパレーション

英国研修の学び
作ってみました



ディストラクション・プレパレーション：

不安へのサポート（LET`S  RELAX）

怖かったり・心配する事？

病院の中での好きな事・嫌いな事？

心配な時どんな事が起こるか

１．呼吸法

２．体の緊張を和らげる

３．想像する

英国研修の学び

作ってみました



思春期

感情表出

さまざまな感情を表出させ、そこから病気や学校、生活の
事などの質問をする。

英国研修の学び



HPSとして何ができるのか役割の見直し、処置時の

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの作成

今まで見てきたnormal play やdistractionなどの

テクニックの挑戦

感情表出ツールの作成

きょうだい支援

子どもの視点に立った環境・体制作り（とくに思春期）

英国研修後の課題


